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太1陽熱利用の話

橘 藤 雄
、

　太陽熱を人類の日常生活に利用することは原始時代か

ら實際にやつていることであり，考えようによつては，

われわれの利用するエネルギーの大部分がその源泉を太

砂こ仰・・でいるといつてもよいくらいである・しt・t：つ

て二と新しく太陽熱利用などというのも妙なthのである

ガ，こSではあまり間接的な利用ではなくもつと直接的

な利用方法について述べる。

　だいセい太陽から地球上にどの位のエネルギーが供給

されるかという問題であるが，これは地球上の位置と季

．節と1日のうちの時刻と天候によつて違う。それらが同

一であるときでも面の方向で違いtt太陽光線に直面する

面が最も多くのエネルギPをうけることも申すまでもな

い。その程度は第1圓のグラフq）を見ればわかるよう

　　　　　．　　　　　　　　　　　に一丁方メートル

　　　　　　　　　　　　　　　　　にうける熱量が家

　　　　　　　　　　　　　　　　　庭用のヒーター1

　　　　　　　　　　　　　　　　　個の獲熱量と同じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　くらいであるから

　　　　　　　　　　　　　　　　　なかなか馬鹿にな

　　　　　　　　　　　　　　　　　らない。太陽熱を

　　　　　　　　　　　　　　　　　利用して熱原動機

　　　　　　　　　　　　　　　　　を動かし機械的な

第1圓北緯35°附近の日射方向エネルギーを得る
　　に垂直なrp面の受熱率（正午の値）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ということは誰し

も考えることだが，いろいろな人が試みて成功してい

　る。熱原動機としては蒸汽機關や蒸汽ターピソを使うわ

　けであるがこれらの機關は蒸汽さえ供給すれば作動して

なにがしかの機械的仕事をすることは確かだから，結局

太陽熱機瀾の成否は太陽熱ボイラーをいかにして作る

か，果して縄濟的に引き合うかということに蹄着する。

　　記録によると1878年にMonehartが直罷2・84　mの

・圓錐形の反射鏡を使つて約20kgの水をいれたボイラー

　を加熱し，20℃の給水で5・3氣歴の蒸汽を毎時5kgの

　割で供給することに成功した。全反射面積営りの毎時蒸

　費量はL2　kgtm！hである。次いで1883年にはEricsson

　が15．Om！の反射面積をもつ拠物線鏡を使い直径15．9

・cm，長さ3．36　mのボイラーを加熱する装置をニユーヨ

ークに作つた。こh（・as力14継の蒸汽を作つて蒸汽

　機闘にょり3．25馬力を出すことができた。蒸汽機關は

　筒径152mm，行程203　mmのものを使い復水器の良好

なSのを用いたという．この種の反射鏡｝移くは自働的

　k太陽の方を向いて移動する裟置をもつているがいずれ

も高級科學玩具という感じであつt・

　その後Shuman（2）が1907年に固定式の太陽熱ボイ

ラーを作り蒸汽機關で32馬力を出すにおよんで漸く實

用性が誤められるようになつた。こLに掲げtcva眞（第

2団）がそれである。彼のボイラーは一邊が0，91mの

正方形で罐水の深さ約3mmのブu・…クを多数雫面

上にならべて周園に設けた反射鏡で加熱する仕組であ

る。ボイラーの面積が464m°反射鏡面積が492　m讐，合

計956m1の受熱面を有する。二れで大氣堅程度の璽力

の蒸汽を． ?闢ﾁ殊な設計の蒸汽機關を運輔する。受熱面

積當りの蒸獲量は028kg／mL’でM。n・h・・tのボイラー

にくらべると受熱面積が4倍以上要る勘定であるが，そ

の理由の一つは太陽の動くのを追跡しないこととおそら

　　　　　　　　第　　2　　圓

くは保温上の困難に由來するものであろう。このよっに

太陽熱利用を實用化するときの最大の問題は保温にあ

る。水に充分熱を吸牧させようと思えぱShuman式に

おそろしく午たい容器にせざるを得ないが，．二れば反面

において温水の艦積に封する冷却面積の割含をもいちじ

るしく大きくし熱損失をますのてちる。この際罐水の堅

力を高くするとそれに懸じて温度も高まり霧鰍失を増ず

上に，膨大なボイラー本饅に張度をもたせるだめ材料が

不繧濟になるから，なるべく大氣堅附近の　　を使い，

復水器で低堅を作つて機關を運轄することが望ましい。

こうした低堅の蒸汽のエネルギーを利用するのにはPt・一

ピソの方が蒸汽機關よりはるかに適しているから今後出

現するものはそういう形式をとるものと思われる。

　さてShu皿anは1913年にエヂプトのカイロで再び

太陽熱機騨を作つた。今度は太陽を追いかけて廻る抽物

線反射鏡を用い，焦鮎に偏午な嬉鐵製のボイラー一　eおい

た。これを5個．使つて1日10時閻使用して平均毎時

500kgの蒸汽を作つた。全反射面積は1・770　m！で反射

面積當り蒸蛋拳は，やはりo．28kg／m2で前の固定式ボ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29
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